
「
人
気
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル

選
」投
票
受
け
付
け
中

月

日

締
め
切
り

奥
伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し

静岡県・観音温泉 飲泉、自家源泉
かけ流しの秘湯 観音温泉 大 分 県 ・

別府鉄輪温泉 おにやまホテル

徒
歩
で「
地
獄
め
ぐ
り
」

佐賀県・
嬉野温泉 嬉野八十八

茶
と
温
泉
で
心
と
体
が
と
と
の
う

人
が
人
に
癒
や
さ
れ
る
日
本
の
宿

山梨県・富士河口湖温泉郷 若草の宿　丸栄

香 川 県 ・
こんぴら温泉郷 紅梅亭別邸　とら梅

愛
犬
と
泊
ま
れ
る
温
泉
宿

広 島 県・
きのえ温泉 ホテル清風館

全
客
室
か
ら
瀬
戸
内
望
む

山口県・
はぎ温泉 萩城三の丸　北門屋敷

世
界
遺
産
の
町
中
で
歴
史
を
訪
ね
る

佐賀県・
唐 津 唐津シーサイドホテル

海
を
借
景
に
ぜ
い
た
く
な
空
間

「
奥
伊
豆
の
天
然
の
恵
み
の
お
も
て
な
し
」

観
音
温
泉
の
全
景

飲
泉
・
自
家
源
泉
か
け
流
し
、

日
帰
り
温
泉
「
観
音
プ
リ
ン
シ

プ
ル
」
。
宿
泊
者
も
使
用
可
能

　
伊
豆
奥
下
田
「
飲
泉
・
自
家
源
泉
か
け

流
し
の
宿
」観
音
温
泉（
鈴
木
和
江
会
長
）

は
、
伊
豆
奥
下
田
の
豊
か
な
山
間
に
た
た

ず
む
極
上
源
泉
の
一
軒
宿
。
昭
和

年
、

先
代
社
長
が
温
泉
掘
削
を
始
め
、
出
湯
と

と
も
に
「
観
音
像
」
を
出
土
、
観
音
温
泉

が
産
声
を
あ
げ
た
。

　
ｐ
Ｈ
９
・
５
の
豊
か
な
ア
ル
カ
リ
泉
、

硬
度
１
に
も
満
た
な
い
超
軟
水
、
美
容
成

分
シ
リ
カ
を
豊
富
に
含
む
極
上
泉
が
毎
分

５
０
０
㍑
も
の
勢
い
で
湧
出
し
、
浴
す
る

と
肌
が
生
ま
れ
た
て
の
赤
ち
ゃ
ん
の
よ
う

に
ス
ベ
ス
ベ
に
な
る
こ
と
か
ら
〝
美
肌
〟

を
超
え
〝
う
ぶ
肌
の
湯
〟
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
飲
ん
で
お
い
し
く
飲
泉
に

最
適
で
、
酸
性
に
偏
り
が
ち
な
体
内
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
効
果
も
。
敷
地
内
で

充
填

じ
ゅ
う
て
ん

さ
れ
る「
飲
む
温
泉
・
観
音
温
泉
」

は
過
去
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
最
高
金

賞
と
国
際
優
秀
品
質
賞
を
同
時
受
賞
、
都

内
の
三
つ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
に
も
認
め
ら
れ

た
筋
金
入
り
の
源
泉
水
だ
。食
事
処
で
は
、

煮
る
、
炊
く
、
蒸
す
、
な
ど
全
て
の
調
理

に
使
わ
れ
て
い
る
。

　
大
浴
場
は
、「
ガ
ラ
テ
ィ
ア
観
音
乃
湯
」

と
日
帰
り
温
泉
「
観
音
プ
リ
ン
シ
プ
ル
」

の
二
つ
。
敷
地
内
の
檜ひ

の
き

を
存
分
に
使
用

し
豊
か
な
香
り
漂
う
「
大
総
檜
風
呂
」
、

降
り
そ
そ
ぐ
星
空
を
眺
め
な
が
ら
湯
浴
み

を
堪
能
で
き
る「
星
空
の
満
天
露
天
風
呂
」

が
ガ
ラ
テ
ィ
ア
の
代
表
的
な
湯
船
だ
。
日

帰
り
温
泉
は
、
も
っ
と
気
軽
に
観
音
温
泉

を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
か

ら
誕
生
し
た
。

　
宿
泊
棟
は
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
露
天
風

呂
付
き
の
奥
座
敷
「
ピ
グ
マ
リ
オ
ン
」
、

満
天
檜
風
呂
付
き
の
「
本
館
」
、
豊
か
な

森
林
ゾ
ー
ン
の
庭
園
檜
風
が
自
慢
の
「
正

運
館
」
、
観
音
温
泉
発
祥
の
館
で
四
つ
の

コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
誕
生
し
た

「
産
土
（
う
ぶ
す
な
）
亭
」
の
４

館
。
産
土
亭
は
３
世
代
の
家
族
が

同
時
滞
在
可
能
で
足
湯
を
設
け
た

湯
船
も
設
置
さ
れ
、
湯
を
囲
み
家

族
で
語
ら
う
こ
と
も
で
き
る
。
客

室
ま
で
全
て
の
湯
船
が
〝
源
泉
か

け
流
し
〟
で
あ
る
こ
と
、
多
く
の

手
す
り
の
設
置
や
段
差
の
撲
滅
な

ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
十
分
配
慮
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
観
音
温
泉
の
特

長
の
ひ
と
つ
だ
。

　
▽
静
岡
県
下
田
市
横
川
１
０
９

２
の
１
。
☎
０
５
５
８
（
２
８
）

１
２
３
４
。https://www.kannon

-onsen.com/

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
客
室
「
湯
楽
」

　
別
府
最
大
級
の
露
天
風
呂
と
温
泉
蒸
気

を
活
用
し
た
グ
ル
メ
「
地
獄
蒸
し
」
に
定

評
が
あ
る
鉄
輪
温
泉「
お
に
や
ま
ホ
テ
ル
」

（
上
月
敬
一
郎
社
長
）
。
別
府
の
「
地
獄

め
ぐ
り
」
に
最
適
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
人

気
を
集
め
て
い
る
。７
カ
所
あ
る「
地
獄
」

の
う
ち
、
５
カ
所
は
歩
い
て
周
遊
で
き
る

の
で
同
館
を
起
点
に
湯
め
ぐ
り
を
目
い
っ

ぱ
い
満
喫
で
き
る
。

　
同
館
は
２
０
２
５
年
２
月
に
大
改
装
を

終
え
、
施
設
を
一
新
し
た
。
ロ
ビ
ー
や
食

事
会
場
、
浴
場
な
ど
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ

ー
ス
を
は
じ
め
、客
室
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

昨
年
完
成
し
た
「
湯
楽
」
は
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
、
源
泉
掛
け
流

し
の
温
泉
も
完
備
し
た

平
米
の
客
室
。

配
慮
の
行
き
届
い
た
開
放
感
あ
ふ
れ
る
空

間
は
、
車
い
す
利
用
者
や
親
子
３
世
代
の

旅
を
よ
り
特
別
な
も
の
に
し
て
く
れ
る
。

洗
練
さ
れ
た
和
洋
室
「
く
つ
ろ
ぎ
和
モ
ダ

ン
」
も
、
全
室
か
ら
湯
け
む
り
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
、
温
泉
情
緒
に
心
も
温
ま
る

滞
在
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
▽
大
分
県
別
府
市
鉄
輪
３
３
５
の
１
。

☎
０
９
７
７（
６
６
）１
１
２
１
。https

://www.oniyama-hotel.co.jp/

「
嬉
野
八
十
八
」
全
景

　
佐
賀
県
嬉
野
温
泉
の
嬉
野
八
十
八
（
う

れ
し
の
や
ど
や
、
角
谷
英
彦
社
長
）
は
、

「
茶
と
掛
け
流
し
の
湯
宿
」
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、嬉
野
の
最
大
の
特
産
品「
嬉
野
茶
」

と
、
「
日
本
三
大
美
肌
の
湯
」
と
呼
ば
れ

る
嬉
野
の
湯
を
存
分
に
味
わ
っ
て
も
ら

う
。
「
茶
と
温
泉
で
心
と
体
が
調
和
し
て

い
く
（
と
と
の
う
）
湯
宿
を
目
指
す
」
と

同
館
。

　
地
元
の
茶
農
家
を
同
館
の「
専
属
茶
師
」

と
し
て
迎
え
入
れ
た
。
「
き
た
の
茶
園
」

３
代
目
の
北
野
秀
一
氏
と
、
「
田
中
製
茶

工
場
」
３
代
目
の
田
中
宏
氏
の
２
人
を
中

心
と
し
た
茶
師
が
、
至
宝
の
茶
を
自
ら
点た

て
て
、
ゲ
ス
ト
に
振
る
舞
っ
た
り
、
嬉
野

茶
の
文
化
、歴
史
、入
れ
方
、味
わ
い
方
、

菓
子
と
の
ペ
ア
リ
ン
グ
を
伝
え
る
「
テ
ィ

ー
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
行
う
。

　
二
つ
の
源
泉
を
持
ち
、

の
客
室
（
母

屋

室
、
別
邸

室
）
全
て
で
源
泉
１
０

０
％
掛
け
流
し
を
実
現
。
大
浴
場
に
は
茶

ア
ロ
マ
の
ロ
ウ
リ
ュ
ウ
サ
ウ
ナ
が
あ
り
、

心
ゆ
く
ま
で
体
を
と
と
の
え
ら
れ
る
。

　
嬉
野
か
ら

㌔
圏
内
の
食
材
を
使
っ
た

厳
選
料
理
の
数
々
も
味
わ
い
た
い
。

　
▽
佐
賀
県
嬉
野
市
大
字
下
宿
丙
２
４
０

０
の

。
☎
０
９
５
４
（
２
０
）
２
１
８

８
。https://www.ureshino88.jp

２
０
２
４
年
に
外
観
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
富
士
山
の
麓
、
河
口
湖
の
岸
辺
に
た
た

ず
む
「
若
草
の
宿
　
丸
栄
」
（
渡
辺
洋
社

長
）
。
２
０
２
５
年
、
旅
館
と
し
て

周

年
を
迎
え
た
。

　
節
目
の
年
に
向
け
、
段
階
的
に
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
を
進
め
、
２
０
２
２
～

年
に
、

最
上
階
の
見
は
ら
し
露
天
風
呂
「
富
士
の

湯
」
「
湖
（
う
み
）
の
湯
」
と
、
貸
し
切

り
展
望
風
呂「
芙
蓉
の
湯
」を
一
新
し
た
。

「
富
士
の
湯
」
と
「
芙
蓉
の
湯
」
か
ら
は

日
本
一
の
富
士
山
の
雄
姿
を
、「
湖
の
湯
」

か
ら
は
青
く
輝
く
河
口
湖
を
望
む
こ
と
が

で
き
る
。

　

年
に
は
外
観
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
富

士
山
や
河
口
湖
の
大
自
然
と
調
和
し
た
、

や
わ
ら
か
で
落
ち
着
き
の
あ
る
装
い
と
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
畳
の
大
宴
会
場

は
日
本
の
伝
統
美
が
彩
る
和
ダ
イ
ニ
ン
グ

ホ
ー
ル
「
富
士
桜
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。

　
木
の
ぬ
く
も
り
を
生
か
し
た
客
室
は
計


室
。
河
口
湖
側
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
和
室

を
中
心
に
、
露
天
風
呂
付
き
客
室
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
仕
様
を
取
り
入
れ
た
展
望
風
呂

付
き
和
洋
室
、
純
和
風
特
別
階
「
野
の
花

亭
」
な
ど
、
多
彩
な
部
屋
タ
イ
プ
が
そ
ろ

う
。

　
夕
食
は
、
旬
の
幸
、
里
の
幸
を
吟
味
し

た
和
会
席
を
部
屋
食
ま
た
は
日
本
情
緒
ゆ

た
か
な
個
室
食
事
処
で
提
供
。
朝
食
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
、
ゲ
ス
ト
の
健
康
面
に

も
配
慮
し
た
和
食
膳
を
係
が
各
テ
ー
ブ
ル

へ
配
膳
す
る
。

　
な
か
で
も
、
丸
栄
が
一
番
大
切
に
し
て

い
る
の
が
「
お
も
て
な
し
の
心
」
。

　
現
社
長
の
曽
祖
父
・
初
代
栄
吉
に
由
来

す
る
「
丸
栄
」
の
屋
号
に
は
、
「
宿
の
繁

栄
と
、
ご
来
館
の
お
客
さ
ま
の
人
生
が
、

丸
く
栄
え
た
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
に
」

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
私
ど
も
が
目
指
す
の
は
、
『
人
（
お

客
さ
ま
）
が
人
（
従
業
員
）
に
癒
や
さ
れ

る
日
本
の
宿
』
。
混
沌

こ
ん
と
ん

を
極
め
る
現
代
社

会
、
ひ
い
て
は
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本

旅
館
の
意
義
・
在
り
方
を
常
に
模
索
し
、

若
草
の
よ
う
に
、
い
つ
の
日
も
伸
び
ゆ
く

宿
、
そ
し
て
、
お
客
さ
ま
が
明
日
へ
の
英

気
を
養
っ
て
笑
顔
で
お
帰
り
に
な
れ
る
よ

う
な
、
富
士
山
麓
の
風
情
と
人
情
が
あ
ふ

れ
る
宿
に
な
る
こ
と
が
私
の
人
生
の
テ
ー

マ
で
す
」
（
渡
辺
社
長
）
。

　
▽
山
梨
県
南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
小

立
４
９
８
。
☎
０
５
５
５
（
７
２
）
１
３

７
１
。https://www.maruei55.com

日
本
旅
館
ら
し
い
た
た
ず
ま
い
の
玄
関

愛
犬
と
一
緒
に
寛
げ
る
和
洋
室

　
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
　
華
の
湯
紅
梅
亭

（
近
兼
弘
幸
社
長
）
が
展
開
す
る
、
愛
犬

と
泊
ま
れ
る
宿「
紅
梅
亭
別
邸
　
と
ら
梅
」

が
愛
犬
家
に
人
気
だ
。
客
室
は
和
洋
室
タ

イ
プ
の
４
室
。
全
て
の
客
室
に
専
用
ド
ッ

グ
ラ
ン
や
一
緒
に
食
事
が
で
き
る
イ
ン
ル

ー
ム
ダ
イ
ニ
ン
グ
が
あ
る
。

　
２
０
２
４
年
６
月
に
開
設
。
金
刀
比
羅

宮
に
代
参
し
た
犬
に
ま
つ
わ
る
物
語
「
こ

ん
ぴ
ら
狗
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
家
族
、

愛
犬
が
一
緒
に
大
切
な
時
間
を
過
ご
せ

る
。

　
１
室
当
た
り
最
大
２
頭（
小
型
犬
の
み
）

ま
で
宿
泊
可
能
。
全
て
の
客
室
に
温
泉
露

天
風
呂
を
完
備
。
犬
専
用
の
露
天
風
呂
、

テ
ラ
ス
併
設
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ド
ッ
グ
ラ

ン
も
あ
る
。
食
事
は
部
屋
食
で
犬
用
メ
ニ

ュ
ー
も
提
供
（
別
途
有
料
）
し
て
い
る
。

　
ゲ
ー
ジ
や
ト
イ
レ
、
フ
ー
ド
ボ
ウ
ル
、

粘
着
ロ
ー
ラ
ー
な
ど
、
犬
の
た
め
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
も
充
実
。
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
共
有
ス

ペ
ー
ス
に
も
開
設
さ
れ
て
い
る
。

　
▽
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
５
５
６
の

１
。
☎
０
８
７
７
（
７
５
）
１
１
１
１
。

https://www.koubaitei.jp/

　
瀬
戸
内
海
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
広

島
県
大
崎
上
島
町
の
温
泉
宿
、
ホ
テ
ル
清

風
館
（
村
上
和
夫
社
長
）
。
高
台
に
建
つ

館
か
ら
は
瀬
戸
内
の
島
々
が
眼
下
に
広
が

り
、
周
辺
に
は
中
ノ
鼻
灯
台
や
竹
原
の
町

並
み
保
存
地
区
等
の
観
光
名
所
も
充
実
。

島
時
間
を
楽
し
む
拠
点
に
最
適
だ
。

　
客
室
は

室
。
全
室
か
ら
瀬
戸
内
の
多

島
美
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
和
室
を
中
心

に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の
洋
室
や
瀬
戸

内
海
に
ゆ
か
り
あ
る
作
家
・
三
枡
正
典
氏

が
市
松
模
様
を
取
り
入
れ
た
和
モ
ダ
ン
客

室
な
ど
多
彩
な
タ
イ
プ
を
用
意
し
た
。

　
最
上
階
角
部
屋
の
デ
ラ
ッ
ク
ス
ツ
イ
ン

「
陽
光
」
は
、
露
天
風
呂
と
北
欧
製
の
本

格
サ
ウ
ナ
を
備
え
た
特
別
室
（
定
員
２

人
）
。

平
方
㍍
の
広
さ
を
誇
り
、
大
き

な
窓
か
ら
瀬
戸
内
に
昇
る
朝
日
を
独
り
占

め
。
客
室
と
露
天
風
呂
に
は
天
然
檜ひ

の
き

を

使
用
し
、
心
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
快

眠
を
促
し
て
く
れ
る
。

　
昨
年

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
「
コ

ー
ナ
ー
フ
ォ
ー
ス
」
は
、
客
室
で
唯
一
、

朝
焼
け
に
染
ま
る
大
三
島
と
木
江
港
が
見

渡
せ
る
。
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
と
和
室
を

設
け
、最
大
６
人
ま
で
宿
泊
可
能
。プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
や
Ｒ
ｅ
Ｆ
ａ
の
ド
ラ
イ
ヤ
ー
な

ど
を
完
備
し
、
女
性
グ
ル
ー
プ
や
三
世
代

旅
行
で
の
利
用
に
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
▽
広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
沖
浦
１

９
０
０
。
☎
０
８
４
６
（
６
２
）
０
５
５

５
。https://hotel-seifukan.co.jp/

露天風呂と本格サウナを
備えた特別室「陽光」

北
門
屋
敷
表
門

　
「
萩
城
三
の
丸
　
北
門
屋
敷
」
（
吉
村

龍
一
朗
社
長
）
は
、
世
界
遺
産
「
萩
城
下

町
」
の
中
に
位
置
す
る
唯
一
の
旅
館
だ
。

萩
城
内
、
か
つ
て
城
を
守
る
重
臣
た
ち
が

居
を
構
え
た
萩
城
三
の
丸
の
毛
利
一
門
、

吉
敷
毛
利
家
屋
敷
跡
に
あ
る
。
藩
政
時
代

か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
町
割
り
と
、

当
時
の
面
影
を
色
濃
く
残
し
た
武
家
屋
敷

群
。
江
戸
時
代
の
息
づ
か
い
を
そ
の
ま
ま

感
じ
ら
れ
る
。

　
宿
周
辺
の
上
級
武
家
屋
敷
は
も
と
よ

り
、
萩
城
下
町
や
萩
城
跡
ま
で
も
徒
歩
圏

内
と
散
策
に
も
最
適
で
、
そ
れ
を
目
的
と

し
た
宿
泊
客
も
多
い
。
そ
の
た
め
旅
館
の

通
常
の
接
客
の
他
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
手
描

き
散
策
マ
ッ
プ
な
ど
、
歴
史
案
内
を
含
む

観
光
案
内
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
年
は

毛
利
輝
元
の
没
後
４
０
０
年
。
近
隣
の

「
萩
博
物
館
」
「
毛
利
博
物
館
」
で
は
、

記
念
展
示
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　
同
館
は
館
内
散
策
も
お
す
す
め
。
客
室

か
ら
は
静
け
さ
に
満
ち
た
日
本
庭
園
を
眺

め
ら
れ
る
ほ
か
、
和
洋
の
花
木
が
調
和
す

る
英
国
式
庭
園
「
ホ
ク
モ
ン
ガ
ー
デ
ン
」

で
は
四
季
の
移
ろ
い
を
楽
し
め
る
。
館
内

に
は
萩
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る
書
籍
を
集
め

た
図
書
室
も
あ
り
、
落
ち
着
い
た
空
間
で

読
書
を
楽
し
む
こ
と
も
可
能
だ
。

　
▽
山
口
県
萩
市
堀
内
２
１
０
。
☎
０
８

３
８（
２
２
）７
５
２
１
。https://www.

hokumon.co.jp/

海
が
目
の
前
の
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
唐
津
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
（
牧
昌
孝
社

長
）
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
目
の
前
に
海

（
唐
津
湾
）
を
望
む
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
あ
る
。
全
室
が
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー

で
、
宿
泊
客
は
海
か
ら
の
心
地
良
い
潮
風

を
感
じ
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ひ
と
時

を
過
ご
せ
る
。

　
「
く
つ
ろ
ぎ
」
と
「
や
す
ら
ぎ
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
客
室
は
、
上
質
な
イ
ン
テ
リ

ア
と
海
の
借
景
が
ぜ
い
た
く
な
滞
在
を
可

能
に
す
る
。
特
に
東
館
の
８
階
と
７
階
は

「
ク
ラ
ブ
フ
ロ
ア
」
と
名
付
け
ら
れ
た
特

別
な
空
間
。
天
然
温
泉
の
客
室
露
天
風
呂

を
備
え
た
広
さ
１
９
４
平
方
㍍
の
「
プ
レ

ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
オ
ー
シ
ャ
ン
ス
イ
ー
ト
」

を
は
じ
め
、
全

室
を
備
え
る
。
こ
の
フ

ロ
ア
の
宿
泊
客
の
み
が
利
用
で
き
る
ラ
ウ

ン
ジ
「
グ
ラ
ン
ブ
ル
ー
」
で
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
が
心
を
込
め
て
ゲ
ス
ト
を
お
も
て
な

し
す
る
。

　
大
海
原
と
「
虹
の
松
原
」
を
望
む
天
然

温
泉
の
屋
上
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

「
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
サ
ー
マ
ル
バ
ス
」
は
宿

泊
客
に
と
っ
て
究
極
の
癒
や
し
空
間
で
あ

る
。

　
▽
佐
賀
県
唐
津
市
東
唐
津
４
の
１
８

２
。
☎
０
９
５
５
（
７
５
）
３
３
０
０
。

https://www.seaside.karatsu.saga.jp

（７） 第３２８７号第３種郵便物認可２０２５年（令和７年）１０月１３日（月曜日）

▼投票はこちらの
ＱＲコードから

「選」の入選施設には認定証が贈られ
る。その授与式を毎年１月に開催（写真は
今年１月日に開かれた年度式典）


